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そんなに昔のことでもないのに､現代の子供

は､暖かい背中で歌われる歌があることや､

常の遊びの中や行事の中で歌われていた歌が

あったことを知りません｡

生活環境の変化により､歌を歌ってくれるお

ばあさんはいなくなり､子供同志の遊びも消え､

今やパソコンのとりこになってしまった子供た

ち｡

物質的な豊かさに引き替え失ったものの大き

さを感じないわけにはゆきません｡

こうした状況の中､沖縄市教育委員会におき

ましては1988年からわらべ歌調査を実施 し収録

保存を行っています｡本書は字越来 ･美里の成

果を収録したものです｡

この書が､あらゆる場所で利用され､郷土を

知る手がかりとなり､やがて次代を担う人々を

育てる力となっていくならば幸いです｡

最後に調査に快く参加して下さった歌唱者の

みなさん､調査､編集にあたられた比嘉悦子先

生に厚くお礼を申し上げます｡

沖 縄 市 教 育 委 員 会

教育長 小 波 良 一

調査及び編集

･調 査 比嘉 悦子 ･宮城 昭美

高江洲頼子 ･金城 茂雄

辺土名初美

･採 譜 比嘉 悦子

･資料整理 宮城 昭美

･題 字 吉浜 靖起

･イラス ト 長浜 益美

･編 集 比嘉 悦子 ･宮城 利旭

宮城 昭美 ･比嘉 清和



｢越来 ･美里のわらべうた｣について｢越来 ･美里のわらべうた｣は沖縄市字越来と

美里で採集されたわらべ歌の中から代表

的な歌を24曲選んで掲載 しました｡･歌の選定においては､二ヶ字のバランスを考慮

しつつ､旋律のより確実な歌､そして多くの人々､特に次代を担う子供たちに歌い継いで欲 し

い歌を優先 して選択 してあります｡同じ歌でも､越来と美里で旋律が多少変化して

歌われる歌があり､その場合は､村の特徴を出すため

に別曲として独立 して掲載しました｡･今回掲載されなかった歌については､凡例 ｢わ

らべ歌調査月日別成果表｣で字ごとに歌唱著名を掲載 してありますので

､参考にして下さい｡調査について･沖縄市の民謡調査は1988年 (1985年方言調査で

得たものも含む)､沖縄市教育委員会文化課の時より開始され､現在も継続中です｡

･調査は美里､越采で行いました｡･採集歌は美里で87歌､越来で70歌､計157歌が

採集されました｡当初､わらべ歌調査としてスター トしましたが､採集された歌の中

には労作歌や行事歌､座興歌､その他の民俗歌謡も2歌含まれています｡歌唱を曲と

せず､歌として数えたのは､旋律のない唱えや､歌詞のみの
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⑳ 豊川の屋号の数え歌

ていんぐわんや- (天願屋)､たるくらんと- (樽蔵当)み-かる (平田)､

ゆしなかじょ- (古仲門)､いりか-じょ- (西川門)､むらや- (村屋).､

な-くんと一､や-じぐわー (屋宜小)､くらんに- (蔵ん根)､

とうくむとう (徳元)



Ⅰ 歌詞と表現につい

てI (1)掲載されたわらべ歌は､子守り歌 (4)､あやし歌 (2)､まりつき歌

(5)遊び歌 (5)､動物

の歌 (3)､からかい歌 (2)､その他 (3)にわけて分類した｡(2)表題は歌い

出しの旬をとってつけたものが多いが､｢耳切り坊主の歌｣や､動物を対象に

した歌などは､歌われる内容に添って編集者が表題をつけた｡(3)歌詞は漢字仮名

まじり文で表記し､漢字には歌唱者のなまり音のままルビをふった｡漢字が当

てられる箇所には漢字を用いたが､無理な当て字は避けた｡(4)はやしことばや擬

音はカタカナで記した｡(5)歌詞の表記の中で､のばして歌う箇所は､

長短の区別はせずに長音記号 ｢-｣(引音)で示した｡Ⅰ 楽譜について

(1)楽譜は五線譜を基本としたが二沖縄独特な音程や歌唱法を表現するために特殊

な記号を追加して用いた｡(2)採譜は採録時の歌唱者の歌をできる限り忠

実な音程で再現できるように配慮したが､調律は一般の人々､特に子供たちの歌いやすい高さに合わ

せて作話した｡(3)民謡調査においては､歌唱者から歌に

まつわる様々な生活状況を聞き取りながら歌を録音していくが､時には歌唱者が突然歌い出したり､歌の途



越来 ･美里わらべ歌調査月日別成果表

く越 来)

香口~弓 ■ 氏 名 性 生年月日 屋 号 . 出身池 住 所 調査年月日
計 備 考19

85年 1989年8/202/1810/25l

l/8ll/1512/61 仲宗根ウシ 女 M28.10.10タ-ノヾタ 越来2

-10-4 8 8 方言調査にて聴取2 新垣 ハル 女 M36.7.15アラカチ 越来2-19-3 1 1 2

3 伊稽 よし 女 M36.7.10東仲宗根 越 来 美里3-4-4

5 2 74 玉城マツエ 女 M36.4.20玉城 越 来

越来3-12-2 3 35 仲村 トヨ 女 M26.

ll.23ナカンダカリ小 越 来 越来2-12-30 2 26 島袋 マカ 女 M42.10.31中高江洲 越 来 越来3-か3 2

27 平良 キヨ 女 M39.3.20(タイラ)カ-ハタ 辺 土

越来2-2-3 9 10 198 島袋 ヨシ子 女 T 9.2.9

東仲(アガリナ-カ)越 来 ##2-15-26 2 29 屋良 千代 女 T 5.12.15 嘉良川 越来1-3-37 5

510高良 キヨ 女 M42.7.23ヤマヒジグワ- 平田原 越来1-20-2

2 6 6ll仲嶺 ツル 女 M41.7.6ナカミネ 御

殿敷 越来1-20-20 2 212照屋 ヨシ 女 T 3.ll.5照屋小(ティーラグワ-) 美里2-1-9 1 1

13新屋 ヨシ子 女 T 8.4.5西新屋(イリミ-ヤ) 越来3-12-25

1 114島袋 スミ 女 T 7.1.29仲池(ナ-カヌイチ)越 来 越来2-l臥l 1 1

15渡名書キヨ子 女 T10.1.7イリトウナチ

越来3-12-53 1 116島袋 苗 女 T 9.10.10イリメンター 美 里 越来2-14-2

1 117我如古 ヨシ 女 T 6.12.10アラカチ 伊舎堂 越来2

-20-2 1 118知名 タケ 女 M41.8.8チナ 大

工廻 越釆2-5-23 4 419川端 カネ 女 T 8ー3.2

0 美 里 越来2-9-3 2 2合 計

8 9 2 39 10 2 70く美 里)香にコち 氏 名
性 生年月日 屋 号 出身地 住 所 調査年月日 計 備 考

1989年 1992年1/142/4 10/30

1 川上 卜ミ 女 M36.12.10ミ-シマプク(新島袋)美 里 美里3-

2-17 8 82 仲宗根ナへ



わらべうたの歌いかた

など､気軽に相談 して

下さい｡

次回のわらべうた集を

お楽 しみに//

越来 ･美里のわらべ歌
沖縄市文化財調査報告書第25集

平成13年 3月30日発行

発 行 沖 縄 市 教 育 委 員 会
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